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（
１
）
大
阪
府
や
市
町
村
へ
の
働
き

か
け

　

大
阪
府
交
渉
を
つ
う
じ
て
、
大
阪
府
民
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
た
め
に
府
独
自
の
医
療
費
助
成
制
度

や
歯
科
医
療
の
提
供
体
制
の
拡
充
を
求
め
、
府
民
の

い
の
ち
と
健
康
を
奪
う
国
保
の
広
域
化
に
強
く
反
対

し
て
き
た
。
大
阪
府
の
医
療
提
供
体
制
や
福
祉
施
策

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
統
一
地
方
選
挙
が
、
２
０

１
１
年
４
月
10
日
・
24
日
投
開
票
で
実
施
さ
れ
た
。

知
事
就
任
以
来
の
３
年
間
で
、
教
育
費
２
５
６
億

円
、
福
祉
・
医
療
分
野
で
56
億
円
の
削
減
を
強
行
し

た
橋
下
徹
氏
が
率
い
る
「
大
阪
維
新
の
会
」
が
、
大

阪
府
・
市
、
堺
市
で
候
補
者
を
多
数
擁
立
し
た
。
協

会
は
、
大
阪
府
議
会
の
主
要
各
会
派
に
政
策
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
回
答
と
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
な
ど

を
も
と
に
各
会
派
・
政
党
の
態
度
を
会
員
に
知
ら
せ

た
。 ７

、
大
阪
府
民
の
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
た
め
の

活
動

大阪府交渉の様子＝2011年12月22日、大阪府庁

（
２
）
大
阪
府
知
事
・
市
町
村
長
選

挙
へ
の
取
り
組
み

　

首
長
選
挙
へ
の
取
り
組
み
は
歯
科
開
業
医
と
患
者

・
国
民
の
要
求
を
実
現
す
る
た
め
の
活
動
で
あ
り
、

　

被
災
地
復
興
に
は
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

被
災
者
の
救
済
・
支
援
と
被
災
会
員
の
診
療
所
再
開

の
た
め
、
２
０
１
１
年
３
月
15
日
か
ら
震
災
救
援
募

金
の
協
力
を
会
員
に
繰
り
返
し
お
願
い
し
、
約
１
１

７
０
万
円
（
５
３
５
件
）
が
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後

も
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
医
療
費
自
己
負
担
免
除

期
間
の
延
長
を
求
め
る
請
願
署
名
を
全
会
員
に
呼
び

か
け
て
取
り
組
ん
だ
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
は
将
来
に
未
曾
有
の
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
政
府
は
電
力
不
足
を
口
実
に
次

８
、
東
日
本
大
震
災
、
福

島
第
一
原
発
の
被
災
医

療
機
関
・
被
災
者
の
復

興
を
全
面
的
に
支
援
す

る

被災地での歯科医療支援＝2012年５月19日、石巻市

々
と
原
発
再
稼
働
を
決
め
た
が
、
反
対
の
声
は
ど
ん

ど
ん
広
が
り
首
相
官
邸
前
や
関
西
電
力
前
で
の
抗
議

行
動
の
参
加
者
は
毎
週
増
え
続
け
て
い
る
。
大
阪
で

は
、
原
発
ゼ
ロ
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
一
致

点
に
「
原
発
を
な
く
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進

す
る
大
阪
連
絡
会
（
略
称
・
原
発
ゼ
ロ
の
会
大

阪
）」
が
２
０
１
１
年
10
月
15
日
に
発
足
し
た
。
日

本
環
境
学
会
の
和
田
武
会
長
、
作
家
の
藤
本
義
一

氏
、
落
語
家
の
桂
吉
弥
さ
ん
ら
著
名
12
氏
と
８
団
体

が
呼
び
か
け
た
も
の
。
発
足
の
集
い
に
は
３
０
０
人

が
参
加
し
た
。
府
民
集
会
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可

能
性
と
普
及
促
進
を
テ
ー
マ
に
し
た
学
習
・
交
流
会

も
旺
盛
に
開
か
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
・
福
島
原
発
事
故
か
ら
２
年
を
迎

え
る
２
０
１
３
年
３
月
10
日
に
は
「
さ
よ
な
ら
原
発

　

関
西
２
万
人
行
動
」
が
開
催
さ
れ
、
集
会
と
パ
レ

ー
ド
に
１
万
１
０
０
０
人
が
参
集
し
た
。

《
11
面
か
ら
つ
づ
く
》

　

開
業
医
宣
言
に
学
び
、「
人
命
を
守
る
医
師
は
い

か
な
る
戦
争
を
も
容
認
で
き
な
い
。
私
た
ち
は
歴
史

の
教
訓
に
学
び
、
憲
法
の
理
念
を
体
し
て
平
和
を
脅

か
す
動
き
に
反
対
し
、
核
戦
争
の
防
止
と
核
兵
器
廃

絶
が
現
代
に
生
き
る
医
師
の
社
会
的
責
任
」
を
自
覚

し
て
平
和
・
民
主
主
義
を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
。

　

２
０
１
２
年
総
選
挙
の
結
果
は
、
得
票
数
が
増
え

ず
と
も
圧
勝
す
る
小
選
挙
区
制
度
の
弊
害
を
如
実
に

示
し
た
。
多
く
の
民
意
が
反
映
さ
れ
な
い
選
挙
制
度

の
も
と
で
、
さ
ら
に
衆
議
院
の
比
例
定
数
削
減
が
企

図
さ
れ
て
い
る
。
衆
議
院
で
は
改
憲
に
必
要
な
国
会

議
員
が
３
分
の
２
以
上
占
め
て
お
り
、
２
０
１
３
年

参
院
選
は
憲
法
９
条
を
中
心
と
す
る
改
憲
を
実
行
さ

せ
な
い
世
論
づ
く
り
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

協
会
は
、
今
年
３
月
31
日
に
結
成
７
周
年
を
迎
え

た
「
お
お
さ
か
医
科
歯
科
九
条
の
会
」、「
大
阪
反
核

平
和
医
療
人
の
会
」
の
構
成
団
体
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
組
織
の
趣
旨
に
沿
っ
た
多
彩
な
企
画
を
展
開
し

た
。
ま
た
、
憲
法
や
平
和
、
核
問
題
、
沖
縄
の
米
軍

基
地
問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
随
時
、
機
関
紙
で
投
稿

を
掲
載
し
会
員
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
。
会
内
、
特

に
若
手
会
員
の
考
え
を
聞
き
、
賛
同
者
を
増
や
す
た

め
の
対
話
活
動
が
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

９
、
平
和
と
民
主
主
義
を

守
る
活
動
、
医
療
人
と

し
て
平
和
を
守
る

　

『
戦
後
開
業
医
運
動
の
歴
史
』
は
、「
い
ま
や
保

団
連
は
開
業
医
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
国
民
医
療
改

善
の
た
め
の
運
動
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
団
体
、
国

民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
頼
り
と
さ
れ
る
開
業
医
の
団
体

と
し
て
社
会
的
に
認
め
ら
れ
る
存
在
」
と
記
し
て
い

る
。
協
会
は
、
運
動
団
体
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

と
と
も
に
、
府
民
か
ら
頼
り
に
さ
れ
る
団
体
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
た
活
動
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

協
会
運
動
の
歴
史
は
、
幾
多
の
困
難
・
障
害
を
一

つ
ひ
と
つ
乗
り
越
え
、
た
た
か
っ
て
き
た
歴
史
で
あ

る
。
国
や
財
界
あ
げ
て
医
療
・
社
会
保
障
の
大
改
悪

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
今
こ
そ
、
国
民
・
患
者
と

一
致
団
結
し
て
奮
闘
す
る
と
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
役
員
・
事
務
局
員
が
日
常
不
断
の
学
習
に
よ

っ
て
政
策
提
言
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
、
社
会
活

動
、
調
査
活
動
に
も
取
り
組
み
、
ま
も
な
く
４
０
０

０
会
員
に
な
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
新

し
い
運
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
事
務
局
員
の
体
制
強
化
も
欠
か
せ
な
い
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
組
織
の
世
代
交
代
に
も
対
応
で
き
、

医
療
・
社
会
保
障
大
改
悪
を
打
ち
破
る
に
ふ
さ
わ
し

い
体
制
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

２
０
１
１
年
・
２
０
１
２
年
の
２
年
度
で
、
新
規

入
会
は
２
４
２
人
、
退
会
１
８
４
人
、
実
増
58
人
と

な
り
、
２
０
１
３
年
３
月
末
日
現
在
の
組
織
現
勢
は

３
８
９
５
人
と
な
っ
た
。
１
９
７
１
年
に
１
０
０
人

の
会
員
を
擁
し
て
発
足
し
た
協
会
は
、
２
０
１
１
年

４
月
18
日
に
創
立
40
年
を
迎
え
た
。
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
40
年
史
を
発
行
し
た
。
５
月
29
日
の
第
50

回
定
期
総
会
と
あ
わ
せ
て
40
周
年
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
を
開
催
し
、
国
会
議
員
や
関
係
団
体
・
会
員
ら
90

人
が
出
席
し
た
。

11
、
執
行
機
関
及
び
実
行

機
関
な
ら
び
に
事
務
局

の
体
制
強
化

10
、
組
織
拡
大
と
創
立
40

周
年
記
念
の
取
り
組
み

（
２
）
各
自
治
体
へ
の
働
き
か
け

　

大
阪
市
で
は
橋
下
徹
市
長
の
も
と
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
切
り
捨
て
―
―
敬
老
パ
ス
有
料
化
、
住
吉
市
民
病

院
の
廃
止
と
府
立
病
院
へ
の
統
合
、
市
営
地
下
鉄
の

民
営
化
、
市
バ
ス
の
路
線
廃
止
と
民
営
化
な
ど
―
―

が
推
し
進
め
ら
れ
た
。
職
員
に
対
し
て
も
、「
回
答

し
な
い
と
処
分
す
る
」
思
想
調
査
や
君
が
代
起
立
強

制
条
例
な
ど
、
民
主
主
義
を
否
定
し
た
市
政
運
営
を

続
け
て
い
る
。
と
り
わ
け
西
成
区
で
、
生
活
保
護
受

給
者
は
登
録
し
た
医
療
機
関
以
外
に
受
診
し
て
は
い

け
な
い
と
拘
束
す
る
な
ど
、
患
者
の
人
権
を
無
視
す

る
手
法
が
と
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
大
阪
市
内
ブ
ロ
ッ
ク

（
北
部
・
東
部
・
西
部
・
南
部
各
地
区
）
は
、
大
阪

市
と
の
交
渉
を
重
ね
、
生
活
保
護
受
給
者
の
フ
リ
ー

ア
ク
セ
ス
が
妨
げ
ら
れ
な
い
よ
う
に
要
請
し
て
き

た
。
他
の
市
町
村
で
は
、
堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
が

堺
・
泉
州
地
域
の
自
治
体
に
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

対
象
年
齢
引
き
上
げ
を
要
請
し
、
堺
市
で
は
中
学
校

卒
業
ま
で
対
象
年
齢
が
拡
充
さ
れ
た
。
北
大
阪
地
区

は
吹
田
市
と
豊
中
市
で
国
民
健
康
保
険
料
の
値
下
げ

を
求
め
る
運
動
に
取
り
組
み
、
一
部
値
下
げ
が
実
現

し
た
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
意
見
書
」

「
海
外
技
工
の
安
全
性
を
求
め
る
意
見
書
」「
学
校

保
健
安
全
法
の
医
療
費
助
成
拡
大
を
求
め
る
意
見

書
」
の
３
つ
の
意
見
書
は
、
府
下
43
市
町
村
の
う
ち

17
市
町
で
採
択
さ
れ
た
。
早
期
に
過
半
数
の
自
治
体

で
の
採
択
を
達
成
し
た
い
。

　

大
阪
社
会
保
障
推
進
協
議
会
（
大
阪
社
保
協
）
が

府
下
66
自
治
体
・
行
政
区
に
国
保
・
介
護
・
医
療
・

福
祉
な
ど
の
改
善
を
求
め
て
交
渉
し
て
い
る
「
社
保

協
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
に
役
員
・
事
務
局
が
積
極
的
に
参

加
し
た
。

り
組
み
を
通
し
て
、
地
域
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
強

め
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
会
員
か
ら
出
さ
れ
た
意

見
を
中
心
に
、
身
近
で
役
に
立
つ
各
種
講
習
会
を
企

画
し
た
。
三
島
地
区
は
茨
木
市
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
と

健
康
教
室
を
、
北
河
内
地
区
で
は
役
員
が
講
師
と
な

り
、
社
会
保
障
改
悪
を
打
ち
破
る
連
続
講
座
を
開
催

し
た
。
東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
は
、
東
大
阪
・

八
尾
両
市
で
開
か
れ
た
健
康
ま
つ
り
で
無
料
歯
科
健

診
を
実
施
し
地
元
会
員
と
住
民
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ

た
。

府
交
渉
な
ど
20
年
来
に
わ
た
り
続
け
て
き
た
集
大
成

で
あ
る
。
協
会
と
一
致
す
る
候
補
者
と
政
策
協
定
を

結
ぶ
な
ど
、
協
会
の
基
本
方
針
を
実
現
す
る
立
場
か

ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
と
り
わ
け
大
阪
府

知
事
・
大
阪
市
長
選
挙
は
歯
科
医
療
、
社
会
を
よ
く

す
る
運
動
と
し
て
位
置
づ
け
て
取
り
組
ん
だ
。
東
大

阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
で
は
、
東
大
阪
市
長
選
挙

（
２
０
１
１
年
10
月
２
日
投
票
）
で
明
る
い
東
大
阪

を
つ
く
る
会
の
市
長
候
補
・
長
尾
淳
三
氏
と
政
策
協

定
に
調
印
、
同
氏
を
推
薦
し
た
。


